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　　　　　市の一人Ｊ

　　　（平成５年３月１日現在）廠

世帯数　61,345世帯（前月比95世帯増:

人　口　ioi,ooO人（前月比171人増）

　　男　89,999人　廠　　　　廠廠

　　ir ／91.RR4.Å

　
芹
て
Ｕ
。
こ
７
煌
。
。
与
錨
贋
鮮
一
一
ぴ
千
廻
ｌ
胃
戈
部
」
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
市
耳
の
皆
き
■
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

先
に
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
が
ち
答
申
を
受
け
た
、
行
政
改
董

に
対
す
る
提
言
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
き
た
も
の
。
今
後
、
こ
の

大
綱
を
指
針
に
行
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
昭
和
六
ｉ

一
年
四
月
に
ま
と
め
た
「
宇
治
宍

行
政
改
革
大
綱
」
に
両
つ
い
て
、

市
政
の
様
Ｌ
>
＜
:
な
＜
Ｒ
ｉ
Ｓ
に
む
匹
七

行
政
改
革
を
推
進
。
そ
の
結
果
、

行
財
政
の
運
営
の
簡
素
化
・
効
率

化
に
大
き
な
漬
果
を
収
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
々
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
よ
っ
て
多
様
化
こ

雑
化
す
る
、
市
民
の
行
政
に
対
す

る
要
四
た
こ
た
え
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
七
か

行
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、

常
に
新
し
い
視
点
で
見
直
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
｀

　
　
そ
こ
で
市
で
は
、
民
間
活
力
の

　
導
入
な
ど
を
含
め
た
取
り
組
み
に

　
つ
い
て
、
平
成
元
蚕
〈
月
、
第
一
・
茨

　
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
（
委
昌

｀
長
・
墨
谷
葵
京
都
産
業
大
学
教
具

　
に
諮
問
。
平
成
四
年
二
月
に
清
掃

　
・
保
育
・
学
校
な
ど
の
直
言
霊

　
の
見
直
し
金
１
　
と
す
る
最
終
答

～
申
か
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市

J
R
宇
治
駅
の
改
築
と

駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
ま
す

J
R
宇
治
駅
駅
ビ
ル
構
想
推
進
懇
談
会
の
答
申
を
受
け
て

　
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
駅
ビ
ル
構
想
推

進
懇
談
会
（
委
員
長
・
谷
岡
武

雄
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）
は

三
月
二
日
、
・
池
本
市
長
に
、
市

が
提
案
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

の
改
築
と
駅
周
辺
の
整
備
な
ど

の
事
業
に
つ
い
て
、
了
解
し
、

事
業
の
推
進
を
要
箪
ｙ
る
内
容

の
答
申
を
し
ま
し
た
。

　
同
懇
談
会
は
、
昭
和
五
十
七

年
に
池
本
市
長
が
市
議
会
で
秀

明
し
た
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
の
駅
ビ
ル

構
想
に
つ
い
て
。
そ
の
計
匪
宴

の
策
定
を
市
か
ら
依
頼
さ
れ
た

宇
治
商
工
会
議
所
が
、
広
く
専

門
家
の
意
見
を
出
に
公
賢
島
と

し
て
設
置
し
て
い
た
も
の
。
こ

の
構
想
は
、
そ
の
後
の
国
鉄
の

民
営
化
や
事
業
採
算
な
ど
の
点

で
実
現
し
な
い
ま
ま
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
で
は
、
宇
治
市

の
中
央
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
駅

舎
に
改
築
し
て
欲
し
い
と
り
っ

強
い
挫
辰
碓
尨
に
こ
大
え
そ
や

め
、
現
時
点
で
実
現
が
可
能
な

内
容
で
事
業
に
取
り
組
蛮
鼎

か
あ
る
と
考
え
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
①
駅
舎
の
橋
上
化

②
北
側
の
駅
前
広
場
の
整
備

③
駅
の
南
北
の
自
由
通
路
の
鮑

備
④
ホ
ー
ム
の
二
面
四
線
之

　
⑤
駅
舎
と
接
続
し
た
商
業
・

業
務
や
公
共
的
施
設
の
整
備
″

と
で
す
。

Ｃ
内
部
機
嘆
で
庖
る
・
俘
淮
芹
司

政
改
革
推
進
本
部
」
で
、
改
革
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
＜
こ
と
の
な
い
ぷ
コ

十
分
に
配
慮
を
し
な
が
ら
、
’
市
の

行
政
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
は
各
事

業
ご
と
に
、
基
本
的
な
改
革
の
考

え
方
か
述
べ
た
「
基
本
的
改
革
方

向
」
と
、
・
そ
の
具
体
的
な
方
策
の

　
「
改
革
方
策
い
と
で
成
り
立
っ
て

お
り
、
改
革
方
策
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

ｊ
事
業
内
容
に
よ
っ
て
は
長
期
に

わ
た
る
も
の
も
あ
り
栗
石
、
市

で
は
今
後
、
こ
の
大
綱
を
も
と
に

各
部
局
で
改
革
の
実
現
に
向
け
で

具
体
的
な
取
り
組
み
を
始
め
、
一

層
効
率
的
な
行
政
運
営
が
で
き
’
【
】

よ
ラ
努
め
て
い
孝
示
ｙ
。

　
ｘ
ｎ
Ｅ
ｗ
ｍ
ｕ
K
i
ｗ
;
と
吽
μ

　
宇
治
商
工
会
議
所
会
頭
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市
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
φ

答
申
の
内
容
を
十
分
尊
重
し
、

ま
ず
、
平
成
五
年
度
に
調
査
・

計
画
立
案
に
着
手
。
平
成
八
Ｅ

度
の
完
成
を
目
標
に
、
二
十
「

都
市
の
中
央
玄
関
に
ふ
さ
わ

１

　

‘
い
、
新
し
い
Ｊ
Ｒ
牢
治
駅
の
匹

備
に
取
ぴ
組
ん
で
い
き
毒
ｙ
。

大
綱
の
具
体
的
な
方
策

　
清
掃
事
業

　
ふ
礒
の
ご
み
良
の
増
加
や
収
集

作
業
形
態
の
変
化
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
収
集
・
運
搬
方
式

及
び
体
制
の
適
切
な
確
立
を
図
る

た
め
、
当
面
、
有
料
事
業
所
ご
み
、

溝
土
回
収
、
古
紙
回
収
な
ど
似
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
実
態
に
応
じ

て
、
可
能
な
も
の
は
外
部
委
託
を

図
り
、
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
も
現

行
の
収
集
・
運
搬
方
式
及
び
体
制

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
‘
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、
収
集
地

域
の
拡
大
を
図
り
、
こ
れ
に
伴
う

再
資
原
化
物
の
増
加
に
よ
っ
て
は
、

穫
汀
の
収
集
・
運
搬
方
式
及
び
体

制
貪
置
す
と
と
も
に
、
回
収
し

た
再
資
該
化
物
を
大
量
に
分
別
処

理
で
き
る
体
制
の
確
立
を
研
究
す

る
。
　
ま
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
ご
み

の
減
量
化
や
再
生
利
用
か
推
進
す

る
た
め
に
、
ご
み
減
量
化
に
関
す

る
協
議
＜
Ｋ
な
ど
m
m
し
、
さ
ら

に
市
民
に
対
し
て
ご
み
の
減
量
に

関
す
る
分
別
収
集
か
積
極
的
に
啓

も
う
、
啓
発
し
て
い
く
。

　
保
険
事
業

　
保
育
内
容
は
、
公
立
、
民
間
と

も
同
一
で
あ
る
が
、
民
間
の
経
営

効
率
欠
醤
一
し
て
、
民
間
の
取
り

組
み
が
困
難
な
保
育
内
容
は
公
立

が
分
担
す
る
な
芦
公
立
、
民
間
の

役
割
分
担
か
明
確
に
し
て
い
く
。

　
保
育
所
定
員
に
対
す
る
入
所
児

童
の
衷
足
率
の
推
移
や
、
保
育
所

が
地
域
に
よ
っ
て
偏
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
公
立
保
育

所
の
統
廃
合
牽
含
め
た
保
育
所
の

適
正
な
配
置
か
穏
討
す
る
。

　
公
立
か
ら
民
間
の
運
営
に
移
行

す
る
方
策
と
し
て
、
市
の
実
情
に

適
合
し
た
移
行
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
公
立
保
育
所
の
施
設
夕
罠
間

に
提
供
す
る
「
公
設
民
営
保
育
所
」

な
ど
を
研
究
検
討
す
る
。

　
公
立
保
育
所
に
お
け
る
保
母
等

の
配
置
定
員
蔵
入
所
児
童
数
に

応
じ
た
配
置
人
数
に
す
る
な
ど
、

運
営
経
費
の
効
率
化
を
図
る
。

　
学
校
運
営
事
業

　
ｍ
の
児
童
・
沓
薮
鷺
筰
計

し
、
小
中
学
校
の
規
模
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
受
行
い
、

思
乎
牟
徒
数
の
推
移
に
よ
っ
て

は
、
通
学
区
域
舎
見
直
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
将
来
、
小
中

学
校
の
統
廃
合
が
牛
Ｕ
る
握
ほ
、

　
■
N
l
i
l
ｕ
w
ｗ
l
＾
'
T
i
Ｈ
？
＾
＊
;
戸
い
　
て
し

て
は
、
利
用
方
法
の
研
究
検
討
結

果
忿
壁
叉
て
早
急
に
利
用
計
厠

太
是
し
、

‘ 多
穣
化
す
る
学
校
齢

育
の
振
興
と
充
実
や
、
学
校
教
官

以
外
に
も
地
域
住
民
の
生
涯
学
習

直
営
事
業
に
お
け
る
共
通

事
項
と
そ
の
他
の
事
項

　
め
誰
催
尊
譚
に
ま
に
Ｉ

　
共
通
事
項
〉

　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
に

よ
っ
て
正
規
の
職
員
が
一
時
的
に

欠
け
る
場
合
に
補
完
す
る
プ
ー
あ

職
員
制
度
を
見
直
し
、
さ
ら
に
四

様
の
観
点
か
ら
予
備
人
員
に
つ
に

て
も
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
職
員
相
互
の
応
援
体
制
が
可
｀

と
な
る
ぷ
コ
、
柔
軟
な
組
織
体
｀

の
確
立
に
努
め
る
。

・
　
ま
た
、
業
務
の
内
容
に
応
じ
｛

の
場
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

　
学
校
給
食
に
お
け
る
単
独
校
方

式
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
共
同

調
理
場
方
式
の
導
入
に
向
け
て
調

査
研
究
を
行
う
。

　
そ
の
他
の
事
業

　
機
動
修
理
班
事
業
は
、
現
状
の

業
務
夕
見
直
す
中
で
緊
急
性
を
伴

わ
な
い
業
務
な
芦
ほ
外
部
委
託
を

図
り
、
軽
車
両
の
導
入
や
Ｉ
租

た
り
の
人
員
欠
茉
務
内
容
に
見
合

っ
た
適
正
な
規
模
に
す
る
な
ど
、

組
織
の
簡
素
化
に
向
け
て
検
討
す

る
。
　
公
用
車
運
行
事
業
は
、
清
掃
車
、

消
防
車
な
ど
の
特
殊
車
両
忿
冒
、

集
中
管
理
に
よ
る
効
率
化
を
図
り
、

業
務
の
実
態
に
応
じ
て
専
任
運
転

恚
緊
見
直
し
、
複
数
車
担
当
制

夕
採
る
な
ど
、
体
制
の
改
善
を
図

る
。
　
車
両
運
行
業
務
の
効
率
化
を
さ

ら
に
進
め
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の

利
用
剪
芯
民
間
企
業
か
ら
の
車

両
借
昨
上
げ
な
ど
、
外
部
委
託
の

研
究
を
行
い
、
適
正
な
保
有
台
数

か
確
立
す
る
。

　
庁
舎
管
理
事
業
は
、
ダ
イ
ヤ
ル

イ
ン
の
利
用
状
況
を
十
分
勘
案
す

る
中
で
、
電
話
交
換
業
務
の
簡
素

化
奎
図
っ
て
い
く
。

む
剖
べ
屁
駐
感
咤
‘
４
ハ
雇
歯
w
ｖ
ｙ

積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
、
高
齢

者
の
活
用
が
図
れ
る
業
務
分
野
に

あ
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
高
齢
者

の
雇
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
。

　
〈
事
務
処
理
の
改
善
〉

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務

の
簡
素
化
、
効
率
化
及
び
ｔ
同
度
化

に
向
け
て
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
を
積
極

的
に
図
っ
て
い
＜
。

　
事
務
処
理
基
準
な
ど
を
策
定
し

職
員
に
対
す
る
事
務
書
類
の
簡
素

化
及
び
適
正
な
管
理
の
意
識
客
‘

揚
し
て
い
く
。

5年度版市民カレンダーと

　　　　　手びきを発行

　
刊
１
に
』
―
£
忌
地
タ
．
Ｆ

民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
』
（
Ａ

(社)宇治市

観光協会

刷
り
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に

は
行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
ど

を
、
手
び
き
に
は
保
健
予
防
や

燃
え
な
い
ご
み
収
集
の
年
間
日

程
、
・
各
種
相
談
あ
ん
な
い
な
ど

を
掲
載
し
て
い
未
了
。

　
各
忌
謡
へ
は
、
各
町
内
（
自

治
）
会
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
今
月
中
に
お
届
け
ず
る

予
定
で
す
。

　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

い
な
い
ご
家
庭
は
、
広
報
課
（
酋

内
線
2
0
6
9
）
へ
電
話
か
来

庁
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
槙
島
管
毬

事
務
所
に
も
置
き
未
了
の
で
、

各
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

ロ
ゴ
を
募
集

　
゛
弛
弓
鴬
口
葡
ツ
１
ｊ
ｌ
に

広
報
誌
「
観
光
宇
治
」
の
発
刊
４
　
　

周
年
記
念
特
別
企
画
と
し
て
、

協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
＝

ゴ
奎
券
集
し
ま
す
。

　
〈
募
集
内
容
〉

①
㈹
宇
治
市
観
光
協
会
の
マ
ー

　
ク
・

②
同
協
会
の
ロ
ゴ
タ
イ
プ

③
広
報
誌
「
観
光
宇
治
」
の
ロ
づ

　
タ
イ
プ
（
英
文
・
和
文
ふ

　
手
・
片
仮
名
は
不
問
）
。

　
ま
た
は
、
同
誌
の
新
し
い
カ

　
イ
ト
ル
名
と
そ
の
ロ
ゴ
タ
ノ

　
プ
。

※
①
～
③
の
中
で
１
つ
だ
け
Ｉ

　
応
募
で
も
可

　
〈
発
表
と
表
彰
〉

　
主
戸
‘
一
づ
Ｉ
Ｉ
″
Ｊ
ロ
ー
ー
ヽ
７

知
し
、
８
月
1
0
日
㈹
の
宇
治
ｍ

花
火
大
会
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
｀

彰〈
応
募
期
限
〉

　
５
月
3
1
日
㈲
（
消
印
有
効
）

　
〈
賞
金
》

　
総
額
3
0
万
円
（
審
査
に
も
お

た
人
に
も
、
抽
選
で
記
念
品
″

進
呈
）

　
《
問
い
合
わ
せ
先
〉

’
観
光
協
会
（
宇
治
塔
川
２
、

a
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
。

順
一

◆
こ
呪
呼
活
芹
お
た
よ
り
‥
ｇ
　
尹
丿
紅
４
剱
’
『
１
と

Tワ

もうすぐお手元に

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
行
政
改
革
の
推
進
を

第2次行政改革大綱を策定

時
代
に
即
応
し
た

組
織
を



■ 　 　

-

多
く
の
堂
塔
は
焼
失

か
つ
て
の
姿
を
求
め
て

　
平
等
院
が
建
立
さ
れ
た
の
什

永
承
七
年
（
一
〇
五
二
年
）
の
″

父
・
藤
原
道
長
（
み
ち
な
が
）
ふ

譲
り
受
け
た
宇
治
の
邸
宅
を
、

白
頼
通
（
よ
り
み
ち
）
が
寺
と
Ｉ

の
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。
国
四

。
鳳
凰
（
ほ
う
お
之
堂
が
建
て
二

た
の
は
、
翌
年
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
等
院
境
内
に
け

く
の
堂
塔
が
建
て
ら
元
、
壮
ナ

寺
院
に
発
展
し
て
い
き
重
石

戦
乱
の
中
で
、
大
半
の
建
物
が

失
し
、
奇
跡
的
に
鳳
凰
堂
だ
け

そ
の
姿
を
、
現
在
ま
で
伝
え
ア

　
平
安
王
朝
文
化
を

　
今
に
伝
え
る
庭
園

　
鳳
凰
堂
は
、
平
に
全
朝
文
化
を

今
に
伝
え
る
建
物
と
し
て
、
広
く

全
国
の
人
た
ち
に
親
し
次
れ
て
い

辻
川

　
　
ま
す
。

　
　
　
そ
し
て
、
こ
の
鳳
凰
堂
と

　
　
と
な
っ
て
、
優
雅
な
景
観
を

　
　
出
し
て
い
る
平
等
院
庭
園
も

　
　
安
王
朝
文
化
を
今
に
伝
え
る
Ｉ

　
　
と
し
て
、
国
の
史
跡
・
名
勝

　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
平
等
院
庭
園
は
「
塗
寂
″

乙
　
と
呼
ば
れ
、
鳳
凰
堂
と
と
も

こ
楽
浄
土
を
こ
の
世
に
出
現
さ
一

」
Ｇ
】
ａ
．
’
／
｛
・
ｉ
Ｉ
ｐ
ｌ
’
φ
。
・
ｉ
ｓ
・

ｆ
　
よ
り
も
一
回
り
小
さ
く
、
か

　
　
　
鳳
凰
堂
が
建
て
ら
元
盃

二

八

喜
で
あ
ぷ
云
が

７
　
り
託
ビ
こ
。
芙
と
、
明
月
一
｝
ま

ゲ
汗
作
吽

丁
ノ
ド
レ
い
ド
‥
い
｛
「

に
　
．
1
1
1
－
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
―
－
1
1
1
1
1
1
1
1
－
１
－
－
１
－
１

｀
　
年
月
の
中
で
改
修
が
加
え
ら

　
　
当
時
の
姿
が
、
少

１

　
チ
つ
変

」
て
き
ま
し
た
。

｀
　
と
０
　
た
め
、
か
っ
て
の
釆

・
に
　
め
て
、
発
掘
調
査
が
行
り
れ

Ｉ
　
ｌ
Ｓ
Ｓ
″
Ｓ
Ｓ
ン
｀
．
Ｉ
ｊ
．
Ｘ
ｌ
・
｀
Ｄ

ｙ
　
石
を
敷
い
た
「
洲
浜
（
す
は
キ

Ｅ
　
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
岸
が
、

ｙ
　
の
間
際
を
巡
っ
て
い
た
こ
と

一
　
か
り
ま
し
た
。

　
　
男

　
　
　
く
ぃ
で
囲
ま
れ
、
切
り
・

　
　
　
の
と
な
っ
て
ぃ
ま
す
が
、

　
　
　
ｆ
＼
Ｗ
形
に
な
っ
た
の
は
、

　
　
　
ら
明
治
に
か
け
て
の
こ

ヽ

　
　
　
で
ｙ
。

一
入
一
心

の
鳳
凰
堂
は
、
毒

　
ｋ
Ｓ
’
‘
芦
！
喩
べ
‘
は
】
Ｋ
ｉ
｀
ｊ
’
χ
１
ζ
り
‘

一
白
い
’
い
口
衣
Ｈ
リ
ベ
■
ト
廠
丿
べ
い
に
唾
□
に
ベ
リ
’

に
、
人
々
の
目
に
映
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
宇
治
の
自
然
と

　
一
体
と
な
っ
た
庭
園

　
昨
年
の
調
査
で
は
、
鳳
凰
堂
正

面
の
池
と
武
川
と
の
間
（
今
の

堤
防
寄
り
の
所
）
の
地
表
下
ニ
メ

ー
ト
ル
の
所
で
、
一
面
に
玉
石
を

敷
き
詰
め
た
創
建
時
の
庭
園
が
、

宇
治
川
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い

る
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
平
等
院
庭
園
と
宇
洽
川

と
は
堤
防
で
隔
て
ら
れ
て
い
て
、

境
内
か
ら
直
接
宇
治
川
溶
岩
こ

　
　
1
1
1
1

　
　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ｍ
　
　
し
か
し
、
こ
の
結
果
に
よ
ふ

四
■
　
か
つ
て
は
、
こ
の
玉
石
敷
き

メ
　
園
を
通
し
て
、
鳳
凰
堂
か
ら
、

ぞ
　
治
川
や
対
岸
の
山
並
み
を
写

　
　
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
ぷ
２

い
　
　
平
等
院
庭
園
は
、
平
安
袁

　
　
絶
賛
し
た
ぷ
っ
に
、
ま
さ
に
｛

Ｊ
　
川
を
は
じ
め
と
す
る
宇
治
の
｛

　
　
・
風
土
と
一
体
と
な
っ
た
、
こ

一
　
″
ｓ
ｌ
．
‐
ｌ
・
‘
’
ｉ
．
｀
≒
ｉ
ｆ
“
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
’
ｓ
－
・
Ｉ
５
｝
・
’
‘

　
　
　
今
年
の
発
掘
調
査
は
、
凰

　
　
と
池
を
は
さ
ん
だ
対
岸
部
忿

　
　
そ
の
北
側
部
分
で
実
施
し
ま
’

　
　
　
そ
し
て
、
今
回
の
最
大
の
’

　
　
は
、
「
小
御
所
（
こ
ご
し
よ
）
」

｀
　
呼
ぼ
れ
た
建
物
の
跡
を
発
早

リ
　
こ
と
で
す
。

　
　
■
記
録
に
よ
れ
ば
、
小
御
燃

5
1
　
池
の
対
岸
か
ら
鳳
凰
堂
客
鮭

っ
　
る
た
め
の
も
の
で
、
頼
通
の
Ｉ

』
　
後
冷
泉
（
ご
れ
い
ぜ
い
）
天
宍

に
　
換
言
な
っ
た
寛
子
（
か
ん
Ｉ

心
　
’
や
、
鳥
羽
上
皇
を
は
じ
め
と
十

　
　
人
々
が
、
こ
こ
か
ら
鳳
凰
堂
心

に
　
拝
し
、
極
楽
浄
土
に
思
い
を
匹

－
　
゛
Ｓ
一
1
1
1
1
j
l
■
ｉ
／
・
　
ｌ
・
－
・
Ｉ

気
温
ぷ
ぺ
］
付

上
指
示
い
漕
順

回覧謳綴回訓題緊智識麗麗

り
Ｉ
「
Ｉ
バ
リ
口
ｊ

一
一
‐
ｊ
ｊ
り
５
～
回
．
べ

一
二
’

‘
｀
；

一
　
　
小
御
所
は
、
鳳
凰
堂
と
と
‘

　
　
平
等
院
諸
堂
の
中
で
も
、
と

１
１
　
重
要
な
建
物
で
し
た
。
し
ぶ

・
皿
　
他
の
諸
堂
と
同
じ
よ
ｙ
つ
に
、

ｍ
　
の
中
で
焼
失
し
、
そ
の
場
所

　
　
　
　
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し

　
　
　
　
の
跡
が
今
回
の
発
掘
調

ｍ
　
い
六

か
っ
た
の
で
す
か
ら
、

　
　
の
平
等
院
の
姿
を
復
元
す
る

心
　
に
は
、
第
一
級
の
発
見
と
言

宇
治
の
地
に
花
開
い
た

平
安
王
朝
文
化

　
平
安
時
代
、
宇
治
に
は
平
一

を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
邸

寺
院
が
藤
原
一
門
に
よ
っ
て
Ｉ

れ
、
都
と
と
も
に
王
朝
文
化
い

開
き
ま
し
た
。

　
そ
の
栄
華
を
今
に
伝
え
盃

堂
は
、
堂
を
取
り
巻
く
平
９
　

園
の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
に
Ｉ

て
、
ま
す
未
丁
輝
き
を
増
」

め
た
ぷ
っ
で
す
。
今
後
進
ゆ

る
平
等
院
庭
園
の
復
元
整
唇

Ｅ
　
て
い
ま
す
。

・
　
　
＊
こ
れ
ら
の
発
掘
成
果
は
、

ｙ
　
月
二
十
七
日
出
に
文
化
七
言

ｔ
　
で
開
催
ず
る
「
第
八
回
宇
塗

　
　
掘
調
査
報
告
会
－
平
安
王
繋

Ｅ
　
代
と
宇
治
」
で
報
告
し
ま
す
ぷ

ｔ
　
今
ま
で
の
出
土
遺
物
の
一
理

い
　
歴
史
資
料
黎
嶮
催
中
の
ぶ

い
　
展
卜
考
古
遺
物
で
み
る
宇
治
－

い
　
史
と
文
化
』
で
展
示
し
て
い
ま

ｔ
　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
下
｛

第8回宇治市

発掘調査報告会

３
月
2
7
日
出

　
午
後
１
時
半
～
４
時
半

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
小
ホ
ー
ル

ス
ラ
イ
ド
報
告
１

近
年
発
見
の
宇
治
の
古
代
遺
跡

　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
職
員

ス
ラ
イ
ド
報
告
２

平
等
院
の
発
掘
調
査

　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
職
員

講
　
演

瓦
か
ら
見
た

　
　
平
安
時
代
の
後
期

　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
主
任
研
究
官
　
上
原
真
人
さ
ん

平安王朝の時代と宇治

１

゛
゛
ｇ
　
ｉ
４
／

ｓ

か

．ら
見
た

　
　
i
≪
.
i

ｆ
ｖ
≫
ｊ
ｉ
ｕ
＞
f
^
　
r
＼
　
.
≪
t
i
w

　
　
ｊ
！
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｃ
ｌ
ｌ

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
一
『
”
‐
Ｆ
コ
Ｊ
Ｉ
　
｀
｛
‘
Ｉ
％
‘
Ｌ
Ｉ
‘

^u價m●i－T隣･■■●

回靉圖

　
　
　
－
－
１
－
－
１
－
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

示
謁

歴
史
資
料
館
企
画

展 考
古
遺
物
で
み
る

宇
治
の
歴
史
と
文

化４
月
1
1
日
（
日
）
ま
で

歴
史
資
料
館
で

　
牛
前
９
時
～
午
後
５
時
　
月
曜
休
館

貴
族
た
ち
は
鳳
凰
堂
を
礼
拝

し
た
小
御
所
の
跡
を
発
見

進
む
平
等
院
発
掘
調
査

鳳
凰
堂
の
ま
わ
り
に
は

玉
石
を
敷
き
詰
め
た
洲
浜
が

今、よみがえる王朝文化の

輝き
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　市教育委員会では、子供たちに文化財の大切さを知ってもらおう

と、(肋宇治I市文化財愛護協会との共催で､｡昨年11月14日(±)に、小・

中学生の文化財感想文ゴンクールを実施。審査の結果、５点の優舅

作品が選ばれ、１月24日(日)に宇治公民館で、表彰状と賞品が贈らわ
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郷
土
の
文
化
財
に

触
れ
た
感
動
を
素
直
に

・
β
「
匝
妬
痩
迦
丿
一
一
ン
ジ
ー
7
1
　

は
、
平
等
院
、
万
福
寺
の
二
か
匹

を
心
一
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
｀

の
見
学
会
器
麗
。
参
加
し
た
ふ

・
中
学
生
は
、
そ
の
説
明
を
聞
い

て
、
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
ン

な
ど
を
、
四
百
字
詰
原
稿
用
懲

枚
以
内
に
ま
と
め
て
提
出
す
る
ル

い
シ
も
の
で
し
た
。

　
K
≫
<
ｍ
芒
に
び
’
ペ
ー
i
ｕ
:
-
ｒ
E
l
ｕ
-

出
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
両
会
｀

合
わ
せ
て
二
十
二
人
の
皆
さ
ん
七

参
加
。
文
化
財
の
詳
し
い
説
明
心

黎
心
に
聞
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
χ

に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
士
点
。
そ
の
一

か
ら
、
審
査
の
結
果
、
次
の
優
作

作
品
五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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▲熱心に説明を聞いた後で、みんなそろっ
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４
糸
ｒ
６
Ｊ
目
‘
乙
・
一
一
Ｉ
Ｑ
日
．
″
日

　
年

1
1
月
1
4
日
、
万
福
寺
）

　
＾
ｔ
ｎ
Ｈ
ｆ
ｎ
；

　
　
『
す
ば
ら
し
い
文
化
胆
明
田

光
彦
さ
ん
（
伊
勢
田
小
学
校
六
民

　
〈
教
育
長
賞
〉

　
　
「
中
国
を
学
ぶ
」
北
村
周
子
μ

ん
（
菟
道
第
二
小
学
校
六
年
）

　
〈
財
宇
治
市
文
化
財
愛
護
協
会
｀

事
長
賞
〉

　
　
「
平
等
院
を
見
学
し
て
」
菅
心

吾
さ
ん
死
横
島
小
学
校
六
年
）

　
〈
入
選
〉

　
　
「
力
強
さ
と
精
神
」
中
田
吉
衣

さ
ん
（
平
盛
小
学
校
六
年
）

　
　
「
鳳
凰
が
見
つ
め
る
か
ぎ
り
」

若
田
未
来
さ
ん
（
伊
勢
田
小
学
″

六
年
）

　
犀
ｙ
冗
ち
の
住
ん
で
い
る
宇
治

に
は
、
歴
史
が
あ
り
、
文
化
財
剤

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
平
等
院
、

黄
ば
ぐ
山
万
福
寺
、
興
聖
寺
、
一
一

室
戸
寺
な
ど
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
お
寺
や
神
社
の
建
築
物
や
ぺ

像
、
‘
絵
画
、
彫
刻
な
ど
が
あ
り
ふ

す
。
　
　
匹

　
そ
の
中
で
、
平
等
院
鳳
凰
（
匹

ラ
お
う
）
堂
は
十
円
玉
の
黙
福

か
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
の
上
に
匹

鳳
凰
が
の
っ
て
い
る
の
で
、
鳳
四

堂
と
呼
ば
れ
て
い
毒
ｙ
。
お
堂
｛

中
に
は
大
き
な
阿
弥
陀
（
あ
み
だ

様
が
あ
っ
て
、
ぼ
ぐ
は
宇
治
川
に

遊
び
に
行
っ
た
と
き
、
挫
緊
ぎ

大
き
な
顔
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ふ

す
。

　
平
等
院
は
、
藤
原
道
長
（
み
七

な
が
）
の
別
荘
を
頼
通
（
よ
り
ヱ

ち
）
が
も
ら
っ
て
お
寺
に
し
ま
Ｉ

だ
。
こ
れ
は
学
校
の
社
会
の
時
闇

に
習
い
ま
し
た
。

　
ぼ
ぐ
は
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
｀

も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
と
Ｅ

い
、
文
化
財
の
見
学
会
に
参
加
‐

て
平
等
院
に
行
き
ま
し
た
。

　
見
学
会
は
、
石
丸
執
事
さ
ん
Ｉ

音
立
像
で
。
平
安
時
代
の
中
期
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
。
。
ま
わ
り
の
ず
Ｉ

の
絵
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
だ
ふ

う
で
す
。

　
鳳
凰
堂
の
前
に
は
、
池
が
今

て
阿
字
（
あ
じ
）
池
と
言
わ
れ
ヴ

い
ま
す
。
そ
の
池
を
は
さ
ん
ぶ

面
か
ら
見
る
と
、
十
円
玉
に
猟

れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
し
た
。

市
長
賞

す
ば
ら
し
い
文
化
財

案
内
で
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
レ

も
に
見
て
回
り
、
は
じ
め
は
「
心

う
ぎ
の
芝
」
に
行
き
ま
し
た
。
″

こ
は
、
遍
承
四
年
（
一
一
八
〇
年

に
平
氏
討
滅
の
た
め
挙
兵
し
た
｀

頼
政
（
よ
り
ま
さ
）
が
自
害
し
｛

場
所
で
、
お
う
ぎ
形
を
し
た
小
心

な
所
で
す
。

　
懸
星
の
階
段
牽
上
る
と
真
心

面
に
見
え
る
の
が
木
造
十
一
面
皿

は
雲
に
乗
Ｖ
て
歌
び
疋
り
し
て
い

る
雲
中
供
養
菩
薩
（
う
ん
ち
ゅ
ろ

■
＜
ぷ
つ
ぽ
さ
つ
）
像
五
十
二
体
七

あ
っ
て
、
周
囲
の
か
ぺ
、
柱
、
キ

井
に
も
美
し
い
模
様
が
描
か
れ
ア

あ
り
、
堂
内
は
極
楽
浄
土
の
ぷ
っ

に
で
き
て
い
る
、
と
教
え
て
く
が

さ
い
ま
し
た
。

　
今
は
色
が
は
げ
て
い
て
、
当
｀

明
田
光
彦
さ
ん

　
お
堂
の
中
に
は
ご
ふ
≒
て
統

三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
阿
弥
陀
様
が

あ
り
、
木
造
で
金
ぱ
ぐ
が
は
っ
て

あ
り
中
は
空
洞
に
な
っ
て
い
ま
す

藤
原
時
代
を
代
表
す
る
定
朝
（
じ

ょ
う
ち
ょ
う
）
の
作
で
、
京
都
で
造

白
れ
こ
こ
に
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

　
頭
の
上
に
は
丸
と
四
角
を
組
み

合
わ
せ
た
天
蓋
（
て
ん
が
い
）
が

あ
り
、
長
押
（
な
げ
し
）
の
上
に

の
様
子
を
見
る
こ
と
■
w
ｐ
き
な
･
ｆ

つ
た
け
ど
、
宝
物
館
で
復
元
し
｛

の
舎
見
て
そ
の
当
時
の
様
子
が
Ｅ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
本
物
の
鳳
凰
や
梵
鐘
（
ぽ
ん
１

よ
う
）
が
あ
り
ま
し
た
。
鳳
凰
は
四

さ
約
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、

九
百
年
余
り
も
屋
根
の
上
に
９

て
い
た
と
い
う
の
で
び
っ
く
り
Ｉ

ま
し
た
。
梵
鐘
は
六
十
円
切
手
ふ

デ
ザ
イ
ン
に
屯
な
句
。
痍
し
い
形

で
全
国
的
に
有
名
で
す
。
・

　
と
び
ら
絵
が
復
元
で
斉
死
の
も

今
日
の
科
学
の
力
と
た
く
さ
ん
の

。
人
々
の
苦
労
と
努
力
に
よ
っ
て
、

で
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
彫
刻
や
仏
像
な
ど
が

世
界
の
平
和
室
資
ゐ
た
め
に
海

外
に
行
っ
た
こ
と
も
聞
き
ま
し
た

　
こ
の
見
学
会
に
参
加
し
て
、
藤

原
時
代
の
貴
族
の
は
な
や
か
な
俘

活
や
文
化
を
、
く
わ
し
ぐ
知
る
こ

つ
り
翁
｛
司
丿
卜
一
｝
と
一
厚
″

芝
【
写
真
左
一
　
（
作
文
に
｀

え
ら
れ
て
い
た
写
真
か
ら
）

　
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
『

一
等
院
が
九
百
年
余
り
も
残
っ
て

　
　
る
の
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
‘

　
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
（

　
ぽ
ぐ
た
ち
が
、
こ
の
ず
ぼ
ら
し
に

　
文
化
財
を
守
り
、
世
界
の
友
好
、

　
平
和
の
た
め
に
役
立
て
て
い
く
ｙ

　
と
を
受
け
つ
い
で
い
か
な
け
な

　
な
ら
な
い
。

　
と
Ｉ
、
Ｉ
Ｊ
Ｇ
■
’
－
し
Ｉ
■
。
、
。
ぶ
し
ａ
‘

す
っ
か
り
秋
の
景
色
で
し
鳥
直

っ
赤
な
も
み
じ
に
は
え
て
、
平
浪

院
鳳
凰
（
は
ラ
お
う
）
堂
は
、
僊

雅
に
か
が
や
い
て
見
え
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
の
住
ん
で
い
る
宇
治

に
は
、
た
く
さ
ん
の
寺
や
１
　
�

あ
り
、
歴
史
的
に
も
有
名
で
す
。

で
も
、
い
ま
ま
で
、
ぼ
く
は
、
ぷ
ぶ

り
興
味
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
、

力
穴
芒
い
夷
勿
少

な
と
思
う
ぐ
ら
い

で
し
か
あ
り
吉

ん
で
し
た
。
宜

生
に
な
っ
て
、
麻

Ｉ
ノ
β
‐
。
Ｓ
Ｉ
’
ｉ
’
ｊ
１
．
、
４
１
】
／

。
。
中
に
入
る
と
老
ヂ
、
観
音
堂
に

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
音

様
と
地
蔵
ぼ
さ
っ
と
不
動
明
王
が

並
ん
で
お
り
、
お
ち
つ
い
て
本
当

に
古
い
な
あ
と
い
っ
た
感
じ
が
し

ま
し
た
。
時
代
に
よ
っ
て
顔
の
表

情
な
ど
が
ち
が
う
こ
と
を
聞
き
、

お
も
し
ろ
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た

　
鳳
凰
堂
は
、
藤
原
氏
の
権
力
の

ｊ
く
　
Ｓ
Ｉ
　
Ｗ
－
５
Ｉ
　
『
―
ｊ

じ
が
し
て
、
な
ん
と
な
ぐ
楽
に
ｙ

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
シ
盆
汪
、

色
が
つ
け
て
あ
っ
た
と
聞
き
、
ム

ん
な
に
き
れ
い
だ
っ
た
だ
る
２

思
い
ま
す
。

　
池
の
方
へ
回
っ
て
く
る
と
、
ふ

ど
の
ぷ
つ
に
ま
る
く
穴
が
あ
い
｀

と
こ
ろ
か
ら
ち
ょ
う
ど
あ
み
崖

の
顔
が
見
え
た
時
に
は
、
わ
あ
、

（
財
）
宇
治
文
化
財

愛
護
協
会
理
事
長
賞

平
等
院
を
見
学
し
て

浹
を
恒
子
Ｊ
う
に
な
り
■
房
房
ｇ

や
平
等
院
の
こ
と
な
ど
勉
強
を
り

た
の
で
、
も
ラ
プ
こ
し
く
わ
し
／

知
り
た
い
な
あ
と
思
い
、
今
回
ふ

強
Ｉ
カ
茅
ｔ
て
レ
ー
と
尼
い
ｊ
ｊ

毫
ｙ
形
が
曇
天
で
、
み
ば
え
の
す

る
建
物
だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ
み

だ
様
も
り
っ
ぱ
で
し
た
が
、
ぼ
く

は
、
周
り
の
五
十
二
体
も
あ
る
小

さ
な
雲
中
供
養
ば
さ
つ
像
に
興
味

を
も
ち
ま
し
た
。
重
茫
の
っ
て
、

色
々
な
楽
器
か
痔
っ
て
い
た
り
、

お
と
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
い

Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｉ
鞠

や
ね
の
上
の
鳳
凰
も
い
た
み
が
は

げ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
ぼ
く
だ
さ
が
こ
れ
か
ら

努
力
し
て
、
か
ん
き
ょ
ラ
を
よ
く

す
る
ぷ
つ
に
努
め
、
こ
の
よ
う
な

り
っ
ぱ
な
文
化
財
を
長
く
の
こ
Ｌ

て
い
く
こ
と
が
面
児
と
思
い
を

す
。
　
　
　
　
ク

　
今
回
く
わ
し
い
話
を
聞
き
、
普

　
　
　
　
　
　
の
も
の
の
り
っ
ぽ

　
　
　
　
　
　
さ
を
改
め
て
感
に

　
に
レ
ね
凛
と
尼
レ
ヨ
し
穴
Ｇ

　
く
は
、
き
れ
い
な
き
も
の
を
き
か

　
貴
族
が
、
池
の
ま
わ
り
を
優
雅
に

　
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
ゅ

足
た
。

　
　
そ
ん
な
九
百
年
以
上
も
前
の
建

　
物
を
、
今
こ
.
ｒ
O
て
ぼ
く
た
ち
が

　
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
す
ぼ

　
ら
し
い
こ
と
で
す
。
近
ご
ろ
西
友

こ
Ｃ
ｌ
ｙ
　
Ｚ
″
１
ｙ

も
た
く
さ
ん
の
人

に
し
っ
て
も
ら
い
■

５
冊
貝
苓
ｊ
Ｅ
Ｌ
マ
レ
く
、
４
芯

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
Ｅ
一

い
ま
す
。

17

・
　
■
省
Ｓ
９
″
才
’
ご
公
く
ｎ
　
-
Ａ
ｊ
ｉ

う
字
を
見
る
た
び
に
、
読
み
に
７

い
し
、
ど
夕
し
て
だ
ろ
シ
と
、
″

か
わ
か
ら
な
い
が
い
つ
も
疑
問
ふ

よ
シ
な
も
９
舟
っ
て
い
た
。
ニ

こ
ろ
が
、
万
福
守
を
見
学
す
る
″

と
が
で
き
、
意
外
に
簡
単
に
わ
ふ

り
ま
レ
た
。
今
ま
で
の
こ
と
が
十

っ
き
り
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
中
国
の
僧
隠
元
鷲

が
中
国
の
福
建
省
に
あ
る
黄
栞
…

ア
摺
令
て
巨
身
｝
一

れ
た
と
い
う
の
Ｊ

は
じ
ま
り
の
ぷ
｛

で
す
。
そ
し
て
、

日
本
の
鎖
国
時
ル

’
Ｌ
Ｉ
し
Ｉ
こ
ａ
Ｇ
白
洲
ｔ
’
く
ひ
’
ノ

　
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
そ
し
て
実
際
に
そ
の
木
を
教
ふ
に

も
ら
ｙ
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
口

永
で
は
き
は
だ
と
言
っ
て
、
奈
自

時
代
ご
ろ
か
尨
唄
方
薬
や
染
料
シ

し
て
用
い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
総
門
か
ら
龍
の
道
を
進
み
、
四

（
く
う
）
門
・
無
相
門
・
無
作
（
心

さ
）
門
か
ら
な
る
「
三
門
」
に
仁

く
と
、
と
で
も
大
き
く
て
し
ば
ヽ

教
育
長
賞

　
に
Ｅ
才
妬
茫
詐
て
澗
叫
〈
涯
蔀
丿

一
れ
、
そ
の
後
、
後
水
尾
（
ご
唯

　
の
お
）
法
皇
や
徳
川
四
代
将
患

　
綱
公
ら
の
協
力
で
、
宇
治
の
担

　
万
福
寺
を
建
て
ら
れ
た
。
廠

　
「
黄
芦
と
は
木
の
名
前
飛

そ
の
黄
聚
の
木
が
た
く
さ
ん
恚

く
な
か
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
四
脚
の
通
玄
門
か
ら
開
山
堂
、

寿
塔
、
天
王
殿
と
説
明
を
聞
竟

が
ら
、
伽
藍
（
が
ら
ん
）
奎
亨

だ
け
で
約
二
勝
間
も
か
か
り
声

た
プ

　
と
て
も
広
く
て
目
新
し
い
弓

螺
…
Ｌ
り
で
と
て
も
覚
え
き
れ
吉

ん
で
し
た
が
、
特
に
心
に
残
で

の
は
開
山
堂
と
天
王
殿
に
見
身

だ
桃
の
絵
や
、
開
山
堂
の
万
で

法
隆
寺
と
万
福
寺
に
し
か
見
台

乙
レ
７
『
く
ｊ
Ｌ
ぴ
■
タ
布
Ｖ
Ｋ
ｊ
ｎ

ら
ん
』
、
中
国
色
が
特
に
感
じ
ふ

れ
る
伽
藍
堂
、
斎
堂
の
前
に
あ
｀

大
き
な
魚
の
形
を
し
た
も
の
、
｀

れ
が
木
魚
の
は
じ
ま
り
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
中
曰

で
は
、
桃
は
魔
除
け
の
印
と
さ
お

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
た
斑
宝
殿
（
本
堂
）
に
は
、
額
、

聯
（
れ
ん
）
な
ど
が
掲
げ
ら
元
ヴ

い
て
、
中
国
の
明
（
み
ん
）
の
｀

s
　
I
　
　
　
m
a
m
一
一
v
'
^
'
Ｔ
Ｎ
Ｍ
Ｌ
～
し
、
‘
’
こ

と
を
知
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

歴
史
を
習
う
時
、
そ
の
辺
か
ら
調

べ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
宇
治
に
賤
と

て
も
大
切
な
文
化
財
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
は
お
芦
ろ
い
て
し
ま
い

康
ｙ
。
何
度
も
何
度
も
訪
ね
な
い

と
わ
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
。

人
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
ぶ
つ

に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
た
だ
一
つ
、
「
窟
門

　
　
　
　
　
　
（
く
つ
も
ん
）
」
は

　
〆
　
　
　
Ｌ
Ｉ
Ｉ
・
■
・
４
｀
Ｉ
１
　
‐
４

北
村
周
子
さ
ん

が
び
。
菟
參
枝
一
管
１
ａ
ｊ
に
し
フ
レ

’
る
こ
と
な
ど
、
前
回
訪
ね
た
雲

上
神
社
と
は
全
＜
異
な
っ
て
り

多
く
の
も
の
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
鐘
楼
の
前
ぷ

唄
（
ぽ
ん
ぽ
い
）
で
は
な
い
か
レ

思
い
束
か
、
お
聞
き
ず
る
弓

が
で
き
、
今
も
耳
聚
エ
ヂ
ム

と
え
て
く
る
ぷ
フ
で
、
と
て
血

か
だ
が
心
に
深
ぐ
感
じ
る
も
の
Ｊ

あ
り
ま
し
た
。
。

　
万
福
寺
は
、
日
本
三
禅
宗
の
、

§
哀

て
い
る
こ
と
に
｀

が
付
き
ま
し
た

■
。

ａ
｀
』
ｌ
ｒ
｀
！
・
■
１
１
１
％
－
あ

　
糸
オ
ー
｝
に
Ｉ
Ｉ
ｉ
r
t
>
e
i
^
　
m
＼
t

禅
師
生
誕
四
百
年
」
と
書
か
れ
･
ｉ

総
門
を
な
が
め
た
ら
、
松
の
緑
（

美
し
さ
と
、
伝
説
の
動
物
の
「
づ

カ
ラ
」
が
青
空
の
中
で
と
て
も
心

れ
い
に
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
詣

目
井
（
り
ゅ
う
も
く
せ
い
）
の
心

置
を
確
か
め
て
い
た
ら
、
「
普
太

料
理
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
目
に

天
り
、
と
て
も
興
味
深
く
帰
皇

し
た
・

一

小・中学生の文化財

感想文コンクール

入賞作品5点を表彰

菅
圭
吾
さ
ん

中
国
を
学
ぶ
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程日の診検んが肺核結１表

区地 日月 間時 場会 区地 日月 間時 場会 区地 日月 間時 場会

蔵
幡
庄

地
ヶ
六
木
五

團－リ ００●
一
５－一〇３ゅ

・
４Ｉ 場車駐前門寺福万

治宇

廊
μ４ ０氾

－－
一〇

．
３1
0 横店ラムサォ神天

倉小
㈹c
u

４ ７ ００一
一
５－一〇３・

１
３
－

所会集倉小西

ｊ固５／４ ００・
－
０ー一〇３・

・
９ 宅住営市角福 函７Ｃ ００一

争
０
－
一〇３Ｉ

ゅ
９ 館民公治宇 困２O

J
／４ ０

・
氾－－一〇３1

0 校学小倉小

μ ０氾
－－
一〇３旧 場

・
道修汗Ｕイ文年少青 μ ００ｓ

争
５
『
ー一〇３争

●
４
－

社神県

田作

吻９／４ ００・
１
５－一〇３１

１
４－ 校学小田勢伊

μ ００一
・
５－一〇３

一
・
３－ 館民公幡木 困５－４７ ００・

●
４－一〇３

一
一
３ー 前館保隣法善 飼ーリ ０氾

－－
一〇３1

0
店田勢伊らむかなボンヤジ

…
困
７４ ７ ０氾－－一〇３1
0

店幡木一カノードル一ワ ー明
－
４７ ００・

１
４－一〇３ー

ー
３－ 前店酒崎沢 ㈱

－リ ０３ーＩ一〇氾
－－ ５台葉若ぐ所会集田砂

俐８／４ ０氾－－一〇３旧 ｊ幡木ぐ社神多波許 μ ００＠
◆
５－一〇３

一
・
４－ 店倉小らむかなボンヤジ μ ０３φ

φ
４－一〇３ー

ー
３
－

館会祉福者労勤南城
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表3.乳がん検診の日程

時間は午後

表2．胃がん検診の日程大腸ヵ゛人検剔aヽ胃ヵ仙検診会場と高齢者福祉課

時間は午前で受け付けます

月 実施日 会場 月日 会場 月日

４月
8困、9溺、I5凩、I6㈲、I9(月)、20㈹、22困、

23吻、26(月)、27(火)、SO溺

六地蔵公会堂 4／6(火)、4/22床、4ｿ30㈲ 宇治公民館 4/12(月)、4/23金

御蔵山小学校 A/＼吻／ 城南荘集会所 4／3(±)、4/l9(月)

木幡公民館

4／｜困、4／5(月)、4／8俐

4/I5困、4/20(火)、4/26(月)

5／6困

小倉小学校 4/＼㈹、4/2I團、5／7(i-)

５月

６困、i倒、10(月)、川(火)、I3困、＼A吻、I7(月)、

I8(火)、20俐、2I(金、24(月)、25(火)、Zl俐、28圃、

3I(月)
南小倉小学校

4／5(月)、4/l4(7j<)

4/30(金、5/i2團

６月

4吻、7(月)、8(火)、lo困、川吻、14(月)、I5(火)、

17困、＼圈、2I(月)、22(火)、24團、25吻、28(月)、

29(火)

宇治小学校 4／3出'、4/17出 北小倉小学校 4/|朗)、4/Z3金、5／川(火)

岡屋小学校 4/l9(月)
伊勢田小学校 4／9金、5／6團

三室戸集会所 4／2童、4/l3(火)、h／l吻

会場は保健医療センターです

保健医療センター

4／2(#)、4／6(火)、4／7團

4／8困、4／9㈲、４／＼困

4/1.7出、4/l9(月)、4/26㈲

5/10(月)、5/||㈹、5/l2(水

5/I3困

城南勤労者福祉会館 4/22俐

槙島小学校 4/15困子宮がん検蝕'-4月１日南~11月30日(火)まで
呂B多国公立を除く医療機関で
成人歯科健康診
★詳しくは左面をご覧ください

広野公民館
4／I俐、4／7伽､4/l6廊

4/26㈲、5/IO(月)

旦椋公会堂 4/17出、5/I3休

朋星集会所 4/2I團 平盛小学校 4/20(火)

健
診
の
お
知
ら
せ

結
核
健
診
、
肺
・
胃
・
乳
・

子
宮
・
大
腸
が
ん
検
診

成
人
歯
科
健
康
診
査



★
詳
し
く
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
結
核
・
肺
が
ん
検
診

受
診
票
（
こ
の
面
の
下
に
掲
載
。
会

場
に
も
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、
直
接

会
場
へ
（
ど
こ
で
も
可
）
。

な
お
、
受
診
時
に
は
、
金
具
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
付
属
品
の
付
い
た
衣

類
は
着
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
ボ
タ

ン
の
な
い
肌
着
・
薄
い
シ
ャ
ツ
は
そ
の

ま
ま
で
受
け
に
ワ
れ
ま
す
）
。

Ｉ
そ
の
ぽ
か
の
検
診

そ
の
ほ
か
の
検
診
は
、
検
診
串
込
書

（
こ
の
面
の
下
に
掲
載
）
で
、
一
括
し
て

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
（
大
腸
が
ん
検

診
は
除
く
）
。

【
出
張
受
け
付
け
一

ま
た
、
次
の
と
お
り
、
出
張
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
に
は
、
大

腸
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問
い

合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉
課
（
普
内
線
2

3
1
7
）
へ
。

▼
３
月
2
2
日
㈲
＝
木
幡
公
民
館

▼
３
月
2
3
日
図
＝
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
1
1
時

成
人
歯
科
健
康
診
査

歯
周
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
の
検
診
を
、
毎
週
木
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
を
！

●
対
象
…
満
2
0
歳
以
上
の
人

●
と
き
・
：
毎
週
木
曜
、
午
後
１
時

半
～
３
時
半

・
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容
…
歯
と
歯
周
組
織
の
診
察

歯
の
磨
き
方
指
導

●
費
用
…
無
料

●
申
し
込
み
・
上
局
齢
者
福
祉
課

（
酋
内
線
2
3
1
7
）
へ
電
話
か

下
の
検
診
申
込
書
を
郵
送
で
。

各種検診の実施要項表4.

検診申込書

卜 結･核検診 肺がん検診 胃がん検診 乳がん検診 子宮がん検診 大腸がん検診

対象
15歳以上の人 40歳以上の人

30歳以上の女性 40歳以上の人
※妊娠中、またはその疑いのある人は受診できません。

検査

内容
●胸部Ｘ線間接撮影

●胸部Ｘ線間接撮影

(結核フィルムを活用)

●問診

●かくたん検査(問診の

結果必要な人だけ)

●間診

●胃部Ｘ線間接撮影

●問診

●視診

●触診

●問診

●内診

●細胞診

●問診

●免疫便潜血反応検査

検診料 無料

無料(かくたん検査は300円) 500円 ３００円 １０００円 ３００円

※次の免除事項にあてはまる人は、検診料が無料となります。

①70歳以上の人②65～69歳で医療受給者証をお持ちの人③生活保護世帯の人④市民税非課税世帯の人

受診

方法

Tの「受診票」（当日、会場にもあります）に

｜人｜枚記入し、それを持って、直接、検診

会場へお越しください。

どの会場でも受診できます。

下の「検診申込書」を郵送するか、直接来庁で、高齢者福祉課へ申し込

んでください。受診票をお渡しします。

※子宮がん検診だけは、受診票を、市内各公民館と西小倉コミュニティ

センターにも置いています。

５月13日困までに、・

胃がん検診会場か、高

齢者福祉課に直接来庁

で、申し込んでくださ

い。採便用容器をお渡

しします（垂5送での申

し込みはできません）。

．日程

会場
'右面の表１のとおり。

♂ 〃 a ¶ ■ S - % S ■ j ■ ♂ a -

右 面 の 表 ２ の と お り

。

右面の表３のとおり。
J¶¶J－会場はいずれも

保健医療センター。

医療機関（国公立を除く）

で、4月｜日困～目月30日

輿の間、随時。

問い合わせ 保健予防課(a内線2261) 高齢者福祉課（豊内線2317）こ

結核検診受診票

ＩＩ

よりヵ'な男明

氏名女大年月日

昭（満歳）

宇治市

レ廠廠

電話一廠

(40歳以上の人だけ)肺がん検診受診票

⑤⑤示談示談 胃・乳・成

人歯科健康

診査　健診

申込書

検
診
を
受
け
る
に
は
・
：

－
＝



軽
音
楽
（
ボ
ル
テ
ー
ジ
）
、
人
形
劇

（
と
ら
ご
う
つ
）
、
和
太
鼓
（
渦
）
。

〈
自
作
ビ
デ
オ
上
映
〉
▼
と
き
・
：

３
月
2
7
日
倒
・
2
8
日
間
、
午
前
珀
一

時
～
午
後
４
時
▼
発
表
・
；
「
宇
治

茶
ま
つ
り
」
（
宇
治
映
画
同
好
会
）
。

ブ
ラ
バ
ン
遊
び

自
分
の
好
参
な
絵
を
描
い
た
、

ブ
ロ
ー
チ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
錫
蒸
す
。

▼
と
き
・
：
ａ
月
2
5
日
南
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
学

生
▼
定
員
…
先
着
5
0
人
ｙ
指
導
…

公
民
館
サ
ー
ク
ル
会
員
▼
持
ち
物

・
：
油
性
サ
イ
ン
ペ
ン
（
数
色
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
2
2
日
㈲
か
ら
同
館
（
a

4
1
・
7
4
5
0
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

ダ
ン
ス
を
お
ど
ろ
う

▼
と
き
・
：
３
月
2
6
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
対
撃
・
・
市
内
在
住
の
小
学

生
（
新
１
年
含
む
）
▼
内
容
・
：
「
■
エ

リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
な
ど
の
名
曲

に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
か
薬
し
み
ま

す
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
ｙ
指
導
…

と
ん
が
り
山
教
室
ポ
ラ
ン
・
松
井

敏
子
さ
ん
、
古
川
蓉
子
さ
ん
▼
申

し
込
み
…
2
2
日
㈲
か
ら
同
館
（
酋

国民年金保険料
を改定

4月から月額10,500円に

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
平

成
五
年
四
月
分
か
ら
、
下
表
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ネ
ｙ
。
納
付

通
知
書
は
、
四
月
上
旬
に
郵
送

し
康
ｙ
。

な
お
、
四
月
中
に
一
年
分
を

ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
保
険
｀

料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
納
め

忘
れ
防
止
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
じ
ぐ
は
福
祉
年
金
課
国
民

年
金
係
（
酋
内
線
2
3
1
0
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ごみ収集についてのお願い

多量のごみは臨時ごみ収集で

0 0 4り13 0 0線
｛

所務4 9 4清

引
っ
越
し
な
ど
至
度
に
多

量
の
ご
み
が
出
る
と
き
は
、
そ

の
ま
ま
ご
み
蜃
循
に
出
す
の

で
は
な
ぐ
、
燃
え
な
い
ご
み
の

収
集
日
に
小
分
け
し
て
、
日
を

ず
ド
そ
出
す
か
、
市
の
臨
時

ご
み
収
集
（
有
料
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

臨
時
ご
み
の
収

集
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

十
日
程
前
ま
で
に
、

電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
収
集

日
は
月
・
水
・
木
・

金
曜
（
自
宅
前
の

道
路
が
狭
い
所
は

木
・
金
曜
）
で
す
。

市で収集できないも

の 料険保金年民国の後定改

で
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四
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Ｚ

匹
詔

定
定
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（
・

Ｉ

一
叩

り
の
‥

に
懸

゛

比

ｙ
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一
艶
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明
一

万
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一
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四<

!
b
<
ｅ
･

索
然

ｎ
Ｈ
Ｉ

雛
・
＠
一
・
・
・
１
１
＠

ま
た
、
収
集
料
金
は
ご
み
の

体
積
で
決
ま
り
ま
す
。
一
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
円
で
、
例

え
ば
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
で
約

二
千
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
収
集
の
際
は
、
立
ち

会
い
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ご

・
み
は
必
ず
当
日
ま
で
に
玄
関
先

に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
左
の
絵
の
物
に
つ

い
て
は
、
燃
え
な
い
ご
み
の
収

集
、
臨
時
ご
み
収
集
で
も
収
集

で
き
ま
せ
ん
。
処
理
は
、
最
寄

り
の
販
売
店
、
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

｛
｀
宍
ぞ
ｒ

匹
咄
昌

慰
一

斟
＝

※
こ
れ
は
、
３
月
初
め
に
実
施
し
た
消
費
生
活
モ
ニ
タ

店
頭
価
額
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

比
３
７
８
９
０
０
５
０
４
０
２
７
１
９
■
３

況
齢
１
１
ｏ
ｏ
Ｉ
り
乙
っ
り
1
3
2
5
2
3
9
一
肖
汽
ｖ
７
１

状
対
▲
▲
▲
▲
▲
‐
’
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲

格
比
％
０
６
０
５
８
５
１
３
８
７
０
９
３
２
５
３

価
月
１
０
４
２
３
０
０
只
）
Ｑ
）
Ｑ
）
４
‘
ｏ
『
ｊ
『
ｊ
１

前
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲

７
４
６
７
６
４
２
９
１
‐
６
９
７
３
２
５

四
円
５
１
４
２
１
０
４
７
９
７
２
３
４
８
７
２
９

、
’
『
９
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
２
１
－
７
．
３
２
１
１
５
２
２
り
ｉ
り

平
１

－
箱
菊
ク
４
０
１
４

’
１
』
ヨ

？

Ｌ
雪
皿
ゆ
伊
昌
泌
元
丿

頭
達
ラ
リ
ー
ｙ
ラ
2
0
8
き
約
ズ
1
0
ラ
入
７
臥
゛
ｘ

規
に
響
焙
彭
ま
こ
竺
て
仁
ド
昂
寺
・
作

1
8
1
8
レ
現
4
0
吻
サ
3
0
2
5
2
す
中
切
男
中
Ｍ
入
日
や
キ
ポ
上
夕

目
油
ン
ー
プ
ル
ん
肉
け
ヨ
ツ
卵
油
油
糖
そ

り
ら
こ
用
ツ
ミ
イ
用
心
さ
ら
べ
用
う

品
ソ
イ
ペ
所
ラ
ル
ホ
濯
せ
レ
ヤ
よ

灯
ガ
テ
台
ア
洗
粉
牛
塩
バ
キ
鶏
食
し
砂
み

き続手請申

と
書
録
明
登
証
鑑印

〈
印
鑑
登
録
で
き
る
人
〉

市
内
に
住
民
登
録
・
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
十
五
歳
以
上

の
人
で
、
一
人
一
個
登
録
す
る

こ
と
が
で
爆
示
ｙ
。

〈
本
人
が
登
録
申
請
を
〉
、

登
録
申
請
は
、
本
人
が
手
続

き
を
。
や
む
を
得
ず
代
翠
人
に

依
頼
す
る
と
き
は
、
本
人
が
署

名
・
押
印
し
た
委
任
状
（
下
の

見
本
参
照
）
が
必
要
。
親
子
・

夫
婦
で
も
、
本
人
以
外
は
す
べ

て
委
任
状
が
必
要
で
す
。

〈
登
録
手
続
き
の
完
了
に
は
〉

登
録
申
請
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
本
人
申
請
・
代
理
人
申
請

’
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
申
請
の

確
認
の
た
め
、
申
請
者
本
人
の

自
宅
あ
て
に
照
会
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
一
ヵ
月
以
内
に
回

答
書
か
痔
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

回
答
書
を
持
参
さ
れ
た
時
点
で

手
続
き
は
完
了
し
毒
ｙ
。

〈
登
録
申
請
手
続
き
が
即
日

‘
完
了
す
る
場
合
〉

次
の
場
合
に
限
り
、
本
人
が

登
録
申
請
に
来
庁
さ
れ
る
と
、

手
続
き
は
即
日
完
了
し
ま
す
。

▼
官
公
署
発
行
で
、
本
人
の

写
真
が
は
っ
て
あ
る
免
許
証
・

資
格
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
と
・

き
▼
保
証
人
が
、
申
請
者
が
本

人
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
保
証

し
た
と
き
。
保
証
人
は
自
分
の

実
印
か
痔
っ
て
吊
外
の
人
は

ｍ
鑑
登
録
証
明
書
一
通
が
必
要
）

申
請
者
と
一
緒
に
来
庁
し
て
く

だ
さ
い
。
保
証
書
に
署
名
し
、

実
印
を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、

印
鑑
登
録
証
（
登
録
カ
ー

ド
）
を
お
渡
し
し
ま
す
〉

転
出
・
死
亡
な
ど
で
登
録
を

抹
消
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
登

減は▲み込税費消もれずい

録
カ
ー
ド
を
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
』
ま
た
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
と
き
は
、
登
録
者
本
人
が
す

ぐ
届
け
出
を
。
代
理
人
に
依
頼
‘

す
る
と
き
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。
登
録
時
同
様
、
本
人
の

意
思
確
認
の
た
め
、
照
会
書
を

送
付
し
ま
す
。

〈
印
鑑
登
録
証
明
書
申
請
に

は
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
〉

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な

と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
（
登
録

カ
ー
ド
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
名
繊
た
り
紛
失

し
た
り
し
た
場
合
、
証
明
書
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

代
翠
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、

カ
ー
ド
か
渡
し
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
正
確
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
交
付
叟
書
に
記
入

の
際
に
、
代
理
人
が
甲
請
書
に

住
所
や
生
年
月
日
を
正
確
に
記

入
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
印

鑑
登
録
証
明
書
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
民
課

（
萱
内
線
2
2
0
8
）
へ
。

委任状様式見本

7
6
１

市
民
の
ひ
ろ
ば

（
横
島
町
）

（
神
明
）

（
菟
道
）

片
岡
英
治

片
岡
由
佳
理

久
保
見
愛
子

「
四
季
を
通
じ
た
宇
治
の
表

情
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
第
十

第10回．･．．･･．．・．･．

半治市観光写真コンクール

入賞作品決まる

お
は
な
し
会
－

▼
と
き
…
ａ
月
2
4
日
南
、
午
後

３
購
Ｔ
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
▼
対
象
・
。
：
５
歳
児
～
小
学

校
低
学
年
▼
内
容
・
：
お
話
、
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
問
い
合
わ
せ

・
・
・
同
館
（
容
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

参
加
は
無
料
、
当
日
会
場
へ
。

は
診
的
一
々

間
・
則
時
翌

如
時
半
原
９
は

朋
付
時
ヽ
曜
前
知

四
受
1
0
は
金
午
通

友
し
行
の
゜
果

ｉ
曜
時
発
週
曜
結
曜

皿
火
９
の
の
木
゜
木

．
週
前
書
そ
週
時
の

毎
午
断
に
毎
１
１
ハ
週

圧
ス
の
ヽ
ズ

血
ク
書
談
イ

容
ヽ
ツ
断
相
エ

察
工
診
料
る
る

診
ヽ
゜
有
す
す

る
尿
ど
゜
関
対

よ
検
な
可
に
に
査

内
に
ヽ
査
も
ズ
者
検

師
定
検
行
イ
望
体

医
測
線
発
工
希
抗

般
ク
談

名
ッ
相
丿

業
ニ
ズ
査

事
リ
イ
廉
一
ク
ェ

者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
：
先
着
2
5
人

▼
講
郷
・
・
ル
イ
・
ハ
ド
ソ
ン
ー
ウ
イ

ン
ウ
ッ
ド
さ
ん
（
英
国
）
▼
参
加
費

・
：
１
万
4
5
0
0
円
▼
申
し
込
み

・
：
同
館
（
酋
4
6
・
0
7
8
0
）
へ
参

加
費
を
添
え
て
。

一
一
・
・
・
一
１
Ｓ
Ｉ
Ｉ
一
Ｉ
Ｉ

ご注意くださ

い

彰
昇

図
書
館

公
民
館

一

一
一

！
！
ｔ
‘
1
1
4
1
‘
ｌ
ｔ
！
ま
ｌ
ｔ
ｔ
‘
ｌ
ｔ
4
1
1
1
！
‘
ｌ

ゆ
・
・
一
一
一
φ
一
一
一
一
・
・
・
●
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
・
１
・
一
・
一
一
一
一
●
・
・
・
Ｉ
・
・
・
●
Ｉ
●
一
φ
・
・
帰
一
魯
・
・
●
●
一
●
・
・
●
●
●
・
・
＠
一

●
・
●
●
●
●
１
●
・
●
●
●
・
・
●
●
●
・
●
・
●
●
●
●
＠
・
●
＠
●
・
昏
昏
●
・
・
●
・
●
・
●
・
＠
●
・
●

・
●
●
●
●
●
●
・
●
●
・
●
・
●
●
●
●
●
・
●
・
・
・
●
●
・
●
●
●
●
＠
・
●
●
●
●
・
・
・
・
●
●
・
・
ｅ

－－－－－

㈲
川

川

行
ｍ

発
川

－

日
目

－－

瓜
月
ｍ３

ｍ

’

－
１

ｊ
ｍ
年
ｍ

－－－

に
ｍ

成
川

―

平
川

ぐ
川

年
川記

９
Ⅲ
ｌ
ｍ

－－ｍｍ－－－－ｍ－ｍ－－－－－－－
１１
－－－－－

り
ｍ

ｍ

よ
川

ｍ

｝
Ⅲ
だ
川

－－－－－－
圖

政
川

川

市
一

－－－－－
１
－－－－

台
ｍ

ｊ

－－－

宇
」

－－－－－－－－ｍ－ｍｍ－－－－－－ｍ－－－
ｉ川

ｍ
川

川
－－－－－－－－－－－－－－－－

１
－
―
－－－
川

ｍ－－ｍ－－－－一－－－－－－
―
ｍ－－－－－

号
川

４
Ⅲ
詣弟

川

－－

一

廠

三一リ
■
一

廠

「

宇
治
保
険
所
　
一
般
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
エ
イ
ズ
相

談
の
日
程
を
変
更

健
康

学 ぶ

第
５
回
中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
発
表
会

い
ず
れ
も
会
場
は
中
央
公
民
館

（
豊
嗣
1
4
1
1
）
。
入
場
無
料
。

〈
展
示
の
部
〉
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
7

日
出
・
2
8
日
間
、
午
前
1
0
時
～
午

後
４
時
▼
出
展
・
：
陶
芸
（
秋
陶
今

楽
陶
会
）
、
木
工
（
も
く
も
ぐ
会
・
家

庭
木
工
）
、
木
彫
（
き
つ
つ
李
包
、

日
本
画
（
彩
鳳
）
、
文
章
（
ゆ
口
の
集

い
）
、
・
学
習
（
か
わ
せ
み
会
）
、
園

芸
（
さ
つ
き
同
好
会
）
。

〈
催
し
の
部
〉
▼
と
き
…
３
月
2
8

旦
興
午
後
１
時
半
ト
▼
出
演
・
・
・
一
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